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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年７月期 11,415 22.2 874 166.8 1,129 121.6 734 333.2
2021年７月期 9,343 17.0 327 － 509 － 169 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年７月期 131.06 － 26.8 9.6 7.7
2021年７月期 30.02 － 7.0 4.2 3.5

（参考）持分法投資損益 2022年７月期 －百万円 2021年７月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年７月期 11,764 2,983 25.4 549.04
2021年７月期 11,682 2,491 21.3 441.01

（参考）自己資本 2022年７月期 2,983百万円 2021年７月期 2,491百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年７月期 1,214 △480 △528 2,552
2021年７月期 1,458 △201 △851 2,347

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年７月期 － 0.00 － 4.00 4.00 21 3.1 0.8

2023年７月期(予想） － 0.00 － － － －

１．2022年７月期の業績（2021年８月１日～2022年７月31日）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用してお

り、2022年７月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、

2022年７月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2023年７月期の期末配当金につきましては、現時点では未定としております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年７月期 5,709,300株 2021年７月期 5,709,300株

②  期末自己株式数 2022年７月期 274,639株 2021年７月期 60,200株

③  期中平均株式数 2022年７月期 5,606,365株 2021年７月期 5,649,100株

３．2023年７月期の連結業績予想（2022年８月１日～2023年７月31日）

　当社は、2023年７月期より連結決算に移行します。連結決算移行に伴う連結業績予想の公表につきましては、本日開示

いたしました「連結決算への移行に伴う連結業績予想の公表に関するお知らせ」をご覧ください。

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料は、TDnetで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言の発出や外出の自粛要請に

より経済活動は制限を受け、個人消費や企業活動が著しく停滞する状況にありましたが、感染状況の落ち着きもあ

り状況は徐々に緩和されていきました。

　当ウエディング業界におきましても、挙式・披露宴の延期、列席者数減少の影響を受けておりますが、行動制限

が解除されて以降、市場環境は明らかな回復が見えております。

　このような環境において、当第４四半期会計期間での挙式・披露宴は概ね予定通り実施され、当第４四半期会計

期間及び通期で過去最高となる施行数を実施するに至りました。単価については、新型コロナウイルス感染症発生

前と遜色ない3,813千円（前年同期比8.7％増）で推移、また、受注数においても堅調に推移いたしました。「いい

結婚式を世の中に広めたい」変わることない当社の企業姿勢は、この苦境を糧に企業を大きく成長させておりま

す。

　その結果、当事業年度における売上高は11,415,969千円（前事業年度比22.2％増）、営業利益874,596千円（前

事業年度比166.8％増）、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例措置による雇用調整助成金53,429千円及び

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金173,126千円を営業外収益に計上したことなどにより経常利益1,129,253

千円（前事業年度比121.6％増）、関係会社株式評価損98,443千円、貸倒引当金繰入額38,697千円及び法人税等調

整額△125,838千円を計上したことなどにより当期純利益734,765千円（前事業年度比333.2％増）となりました。

　なお、当事業年度の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適

用しております。これに伴い、当事業年度の売上高は従来の方法と比較して増加しております。詳細は、添付資料

Ｐ．11「３．財務諸表及び主な注記（５）財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであり

ます。

　なお、当社はウエディング事業の単一セグメントであり、セグメントごとの記載をしておりません。

（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

　当事業年度末における流動資産の残高は3,028,699千円（前事業年度末比311,000千円増）となりました。これは

主に、新型コロナウイルス感染症の長期化に対する備えとして、資金の借入を実施し、現金及び預金（前事業年度

末比205,522千円増）が増加したことによるものであります。

（固定資産）

　当事業年度末における固定資産の残高は8,736,201千円（前事業年度末比228,255千円減）となりました。これは

主に、減価償却費計上に伴い有形固定資産（前事業年度末比299,922千円減）が減少したことによるものでありま

す。

（流動負債）

　当事業年度末における流動負債の残高は4,014,425千円（前事業年度末比66,752千円減）となりました。これは

主に、未払法人税等（前事業年度末比118,637千円増）が増加したものの、前事業年度において実施する予定であ

った挙式・披露宴が当事業年度に施行された結果、前受金（前事業年度末比115,161千円減）が減少したこと及び

未払消費税等（前事業年度末比91,394千円減）が減少したことによるものであります。

（固定負債）

　当事業年度末における固定負債の残高は4,766,652千円（前事業年度末比343,020千円減）となりました。これは

主に、社債の償還により社債（前事業年度末比96,000千円減）が減少したこと及び借入金の返済により長期借入金

（前事業年度末比195,644千円減）が減少したことによるものであります。

（純資産）

　当事業年度末における純資産の残高は2,983,823千円(前事業年度末比492,517千円増)となりました。これは主

に、利益剰余金（前事業年度末比672,255千円増）が増加したことによるものであります。
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2019年７月期 2020年７月期 2021年７月期 2022年７月期

自己資本比率（％） 34.6 18.8 21.3 25.4

時価ベースの自己資本比率（％） 36.1 21.8 24.5 42.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（年）
5.4 8.8 4.1 4.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 41.3 32.3 57.9 49.8

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ205,521千円増加し

2,552,889千円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動の結果得られた資金は1,214,345千円（前事業年度は1,458,233千円の収入）となり

ました。これは主に、税引前当期純利益を978,222千円及び減価償却費を661,465千円計上した一方、法人税等の支

払額を228,347千円、契約負債の減少額を115,161千円及び未払消費税の減少額を91,394千円計上したことによるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において投資活動の結果使用した資金は480,674千円（前事業年度は201,109千円の支出）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出434,715千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は528,149千円（前事業年度は851,575千円の支出）となりまし

た。これは主に、長期借入れによる収入1,300,000千円により資金が増加した一方、自己株式の取得による支出

179,737千円、社債の償還による支出96,000千円及び長期借入金の返済による支出1,552,401千円等により資金が減

少したことによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率 ： 自己資本 / 総資産

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額 / 総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債 / キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： キャッシュ・フロー / 利払い

（注）１．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

２．有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている負債を対象としています。
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（４）今後の見通し

　新型コロナウイルス感染拡大の落ち着きが見え、市場環境の回復により受注状況は堅調に推移しております。単

価においても列席者数は徐々に戻りつつあり、更なる業績の進展を見込んでいます。また、当社は、2023年７月期

より連結決算に移行します。連結決算移行に伴う連結業績予想の公表につきましては、本日開示いたしました「連

結決算への移行に伴う連結業績予想の公表に関するお知らせ」をご覧ください。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

　なお、国際会計基準（IFRS）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向等を踏まえ、検討を進め対応し

  ていく方針であります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年７月31日）

当事業年度
（2022年７月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,387,639 2,593,162

売掛金 35,821 78,403

商品 60,810 72,930

貯蔵品 47,850 52,614

前払費用 89,801 92,574

未収還付法人税等 22,309 －

その他 76,428 143,249

貸倒引当金 △2,961 △4,235

流動資産合計 2,717,699 3,028,699

固定資産

有形固定資産

建物 11,157,154 11,279,861

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,076,963 △5,527,970

建物（純額） 6,080,190 5,751,890

構築物 1,021,963 1,025,395

減価償却累計額及び減損損失累計額 △614,929 △663,435

構築物（純額） 407,033 361,960

機械及び装置 1,063 4,918

減価償却累計額及び減損損失累計額 △836 △1,513

機械及び装置（純額） 227 3,404

車両運搬具 20,129 21,212

減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,617 △19,754

車両運搬具（純額） 1,511 1,457

工具、器具及び備品 1,481,648 1,626,836

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,275,136 △1,387,171

工具、器具及び備品（純額） 206,512 239,664

土地 1,026,206 1,026,206

建設仮勘定 7,332 44,507

有形固定資産合計 7,729,014 7,429,091

無形固定資産

のれん 9,980 －

ソフトウエア 54,308 58,350

その他 6,998 6,049

無形固定資産合計 71,287 64,400

投資その他の資産

関係会社株式 98,443 －

出資金 50 50

差入保証金 510,817 516,718

関係会社長期貸付金 － 58,170

長期前払費用 111,204 104,148

繰延税金資産 441,905 600,566

その他 1,735 1,752

貸倒引当金 － △38,697

投資その他の資産合計 1,164,155 1,242,709

固定資産合計 8,964,457 8,736,201

資産合計 11,682,156 11,764,901

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年７月31日）

当事業年度
（2022年７月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 386,258 325,253

１年内償還予定の社債 96,000 96,000

１年内返済予定の長期借入金 1,470,736 1,413,979

未払金 412,609 483,200

未払費用 98,930 135,225

未払法人税等 167,102 285,740

未払消費税等 252,340 160,945

前受金 1,140,853 －

契約負債 － 1,025,691

その他 56,346 88,389

流動負債合計 4,081,177 4,014,425

固定負債

社債 204,000 108,000

長期借入金 3,832,631 3,636,987

長期未払金 434,301 372,258

退職給付引当金 106,346 128,094

資産除去債務 402,394 406,313

その他 130,000 115,000

固定負債合計 5,109,673 4,766,652

負債合計 9,190,851 8,781,078

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金 514,556 514,556

その他資本剰余金 495,261 495,261

資本剰余金合計 1,009,817 1,009,817

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,431,426 2,103,682

利益剰余金合計 1,431,426 2,103,682

自己株式 △49,938 △229,676

株主資本合計 2,491,305 2,983,823

純資産合計 2,491,305 2,983,823

負債純資産合計 11,682,156 11,764,901
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2020年８月１日
　至　2021年７月31日)

 当事業年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

売上高 9,343,894 11,415,969

売上原価

商品期首棚卸高 64,038 60,810

当期商品仕入高 3,275,066 3,810,978

合計 3,339,104 3,871,788

他勘定振替高 48,000 48,000

商品期末棚卸高 60,810 72,930

商品売上原価 3,230,294 3,750,857

売上総利益 6,113,599 7,665,112

販売費及び一般管理費 5,785,796 6,790,515

営業利益 327,802 874,596

営業外収益

受取利息 23 23

受取賃貸料 43,334 42,335

雇用調整助成金 141,242 53,429

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 － 173,126

その他 27,192 12,515

営業外収益合計 211,792 281,429

営業外費用

社債利息 591 1,482

支払利息 24,579 22,920

社債発行費 4,224 －

その他 652 2,370

営業外費用合計 30,048 26,773

経常利益 509,547 1,129,253

特別利益

固定資産売却益 3,593 29

特別利益合計 3,593 29

特別損失

固定資産売却損 13 －

固定資産除却損 8,523 13,919

減損損失 221,708 －

関係会社株式評価損 － 98,443

貸倒引当金繰入額 － 38,697

特別損失合計 230,245 151,060

税引前当期純利益 282,894 978,222

法人税、住民税及び事業税 167,106 369,295

法人税等調整額 △53,823 △125,838

法人税等合計 113,282 243,456

当期純利益 169,612 734,765

（２）損益計算書
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（単位：千円）

株主資本

純資産合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金
利益剰余金

合計
繰越利益

剰余金

当期首残高 534,556 514,556 60,705 575,261 1,261,814 1,261,814 △49,938 2,321,692 2,321,692

当期変動額

減資 △434,556 434,556 434,556

当期純利益 169,612 169,612 169,612 169,612

当期変動額合計 △434,556 － 434,556 434,556 169,612 169,612 － 169,612 169,612

当期末残高 100,000 514,556 495,261 1,009,817 1,431,426 1,431,426 △49,938 2,491,305 2,491,305

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年８月１日　至　2021年７月31日）
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（単位：千円）

株主資本

純資産合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金
利益剰余金

合計
繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 514,556 495,261 1,009,817 1,431,426 1,431,426 △49,938 2,491,305 2,491,305

会計方針の変更
による累積的影
響額

△62,509 △62,509 △62,509 △62,509

会計方針の変更を
反映した当期首残
高

100,000 514,556 495,261 1,009,817 1,368,917 1,368,917 △49,938 2,428,795 2,428,795

当期変動額

当期純利益 734,765 734,765 734,765 734,765

自己株式の取得 △179,737 △179,737 △179,737

当期変動額合計 － － － － 734,765 734,765 △179,737 555,027 555,027

当期末残高 100,000 514,556 495,261 1,009,817 2,103,682 2,103,682 △229,676 2,983,823 2,983,823

当事業年度（自　2021年８月１日　至　2022年７月31日）
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（単位：千円）

 前事業年度
(自　2020年８月１日
　至　2021年７月31日)

 当事業年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 282,894 978,222

減価償却費 713,796 661,465

減損損失 221,708 －

のれん償却額 10,887 9,980

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,659 21,747

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,547 39,971

受取利息及び受取配当金 △23 △23

支払利息及び社債利息 25,170 24,402

雇用調整助成金 △141,242 △53,429

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 － △173,126

有形固定資産除却損 8,523 13,919

固定資産売却損益（△は益） △3,579 △29

関係会社株式評価損 － 98,443

売上債権の増減額（△は増加） △23,361 △42,582

棚卸資産の増減額（△は増加） 5,792 △16,884

仕入債務の増減額（△は減少） 251,790 △61,005

未払消費税等の増減額（△は減少） 209,612 △91,394

前受金の増減額（△は減少） △675,947 －

契約負債の増減額（△は減少） － △115,161

その他 80,779 △67,808

小計 987,008 1,226,708

利息及び配当金の受取額 23 23

利息の支払額 △24,681 △24,133

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 250,663 △228,347

雇用調整助成金の受取額 245,219 66,968

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の受取

額
－ 173,126

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,458,233 1,214,345

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40,272 △40,273

定期預金の払戻による収入 40,270 40,272

有形固定資産の取得による支出 △142,389 △434,715

有形固定資産の売却による収入 8,347 29

無形固定資産の取得による支出 △15,966 △29,916

差入保証金の回収による収入 9,619 2,762

差入保証金の差入による支出 △10,718 △8,834

関係会社貸付けによる支出 － △10,000

関係会社株式の取得による支出 △50,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △201,109 △480,674

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 －

長期借入れによる収入 800,000 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △1,651,162 △1,552,401

社債の発行による収入 300,000 －

社債の償還による支出 － △96,000

自己株式の取得による支出 － △179,737

配当金の支払額 △413 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △851,575 △528,149

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 405,549 205,521

現金及び現金同等物の期首残高 1,941,818 2,347,367

現金及び現金同等物の期末残高 2,347,367 2,552,889

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、従来、挙式日

時点で収益を認識しておりましたが、その内の一部の取引について納品日時点で収益を認識する方法に変更して

おります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利

益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に

定める方法を適用し、当事業年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識し

た契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き（１）に定める

方法を適用し、当事業年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契

約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当事業年度の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当事業年度の売上高は10,753千円増加し、売上原価は13,348千円増加し、営業利益、経常利益及び

税引前当期純利益はそれぞれ2,595千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は62,509千円減少し

ております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前受

金」は、当事業年度より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２

項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

　さらに、収益認識会計基準第83-３項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度に係る「収益認識関係」

注記については記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、財務諸表に与える影響はありません。

前事業年度
（2021年７月31日）

当事業年度
（2022年７月31日）

実行可能期間付タームローンの総額 800,000千円 800,000千円

借入実行残高 300,000 800,000

差引額 500,000 －

（貸借対照表関係）

１　実行可能期間付タームローン契約

　当社は、今般の新型コロナウイルス感染拡大とその長期化に対する備えとして、手許資金を厚く保持し財務

基盤の安定性をより一層高めるため、取引金融機関と実行可能期間付タームローン契約を締結しております。

なお、この契約に基づく借入未実行残高は以下のとおりであります。
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前事業年度
（2021年７月31日）

当事業年度
（2022年７月31日）

１年内返済予定の長期借入金 75,000千円 75,000千円

長期借入金 250,000 175,000

計 325,000 250,000

前事業年度
（2021年７月31日）

当事業年度
（2022年７月31日）

１年内返済予定の長期借入金 －千円 －千円

長期借入金 300,000 800,000

計 300,000 800,000

前事業年度
（2021年７月31日）

当事業年度
（2022年７月31日）

１年内返済予定の長期借入金 25,008千円 25,008千円

長期借入金 66,656 41,648

計 91,664 66,656

２　財務制限条項

（１）当社が締結した金銭消費貸借契約には財務制限条項が付されており、決算期末時点の「有利子負債倍

率：有利子負債/｛税引後利益＋減価償却費－（設備投資金額－新規出店に関わる投資額（出店に準ず

るリニューアル投資を含む））｝」が15倍を超えた場合、期限の利益を喪失する可能性があります。

なお、この契約に基づく借入残高は以下のとおりであります。

（２）当社が締結した実行可能期限付タームローン契約には財務制限条項が付されており、下記のいずれかに

抵触した場合、期限の利益を喪失する可能性があります。

① 2021年７月決算期を初回とする各年度決算期の末日における借入人の単体の貸借対照表において、

純資産の部の合計額を、2020年７月決算期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額又は前

年度決算期の末日における純資産の部の合計額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。

② 2021年７月決算期を初回とする年度決算期の末日における借入人の単体の損益計算書において、経

常損益の金額をゼロ円以上に維持すること。

なお、この契約に基づく借入残高は以下のとおりであります。

（３）当社が締結した金銭消費貸借契約には財務制限条項が付されており、下記のいずれかに抵触した場合、

期限の利益を喪失する可能性があります。

① 2022年７月期以降の各年度の決算期に係る借入人の単体の貸借対照表における純資産の部の金額

を、当該決算期の直前の決算期又は2021年７月決算期に係る借入人の単体の貸借対照表における純

資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上の金額に維持すること。

② 2022年７月期以降の各年度の決算期に係る借入人の単体の損益計算書における営業損益に関して、

２期連続して損失を計上しないこと（なお、初回の判定は、2021年７月期及び2022年７月期の数値

を用いて行われる）。

なお、この契約に基づく借入残高は以下のとおりであります。
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場所 用途 種類

西日本（1店舗） 店舗設備 建物他

（損益計算書関係）

前事業年度（自　2020年８月１日　至　2021年７月31日）

当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

　当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗を基本単位としてグルーピングをし、減損損失

の認識を行っております。

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであり、また、継続してマイナスとなる見込みである店舗につ

いて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（221,708千円）として特別損失に計上いた

しました。

　減損損失の内訳は、建物183,017千円、構築物1,912千円、工具、器具及び備品36,778千円であります。

　なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、対象資産は売却見込みがないため、正味売却価額

はゼロとしております。

当事業年度（自　2021年８月１日　至　2022年７月31日）

該当事項はありません。

（持分法損益等）

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

（セグメント情報等）

セグメント情報

当社は、ウエディング事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

前事業年度
（自　2020年８月１日

至　2021年７月31日）

当事業年度
（自　2021年８月１日

至　2022年７月31日）

１株当たり純資産額 441.01円 549.04円

１株当たり当期純利益金額 30.02円 131.06円

前事業年度
（自　2020年８月１日

至　2021年７月31日）

当事業年度
（自　2021年８月１日

至　2022年７月31日）

当期純利益金額（千円） 169,612 734,765

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 169,612 734,765

期中平均株式数（株） 5,649,100 5,606,365

（１株当たり情報）

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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